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「
太
陽
に
向
か
っ
て
万
里
の
旅
」

―
―
南
山
大
学
第
３
代
学
長
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
来
日
旅
行
談
」
に
つ
い
て
―
―

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ッ
プ
ル　

初
め
に

二
〇
一
〇
年
、
南
山
大
学
で
は
南
山
大
学
経
済
学
部
設
立
五
十
周
年
と
南
山
社
会
倫
理
研
究
所
設
立
三
十
周
年
記
念
を
迎
え
た
。
そ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
学
部
・
同
研
究
所
と
深
く
関
係
し
て
い
た
南
山
大
学
第
三
代
学
長
、
神
言
会
司
祭
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
師
（Johannes H

irschm
eier, S.V.D

.

）
の
著
作
集
を
同
時
に
記
念
と
し
て
残
す
た
め
に
、
二
〇
一
一
年
に
南
山
大
学
社
会
倫

理
研
究
所
と
南
山
大
学
史
料
室
で
は
「『
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
作
集
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
川
﨑
勝
委
員
長
・
監
修
）
が
立
ち
あ

が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
目
的
は
、
日
本
経
営
史
の
学
者
と
し
て
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
業
績
を
再
評
価
す

る
こ
と
に
あ
り
、
最
初
は
そ
の
著
作
を
「
経
営
史
の
論
集
」
と
「
南
山
学
園
史
料
集
」
と
い
う
形
で
二
〇
一
三
年
の
終
わ
り
ご
ろ
の
刊

行
を
目
指
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
著
作
集
の
刊
行
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
規
模
の
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
に
至
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っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
著
作
集
は
、『
工
業
化
と
企
業
家
精
神）

1
（

』
と
し
て
二
〇
一
四
年
三
月
一
八
日
に
出
版
さ
れ
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
・
南
山
学
会　

合
同
主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
〇
一
四　

工
業
化
と
企

業
家
精
神
―
―
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
時
代
―
―）

2
（

」
と
し
て
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
に
南
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、『
工
業
化
と
企
業
家
精
神
』
と
い
う
「
経
済
・
経
営
史
編
」
に
続
く
、「
教
育
編
」
と
い
う
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
南
山
大
学

学
長
の
立
場
か
ら
大
学
の
運
営
、
教
育
の
実
践
、
大
学
の
歴
史
、
日
本
の
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
第
二
の
著
作
集
と
し
て
、『
南
山
学

園
史
料
集　

10　
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
作
集　

教
育
論）

3
（

」』
が
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
も
「『
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
作
集
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト
」
の
委
員
と
し
て
任
命
を
受
け
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
ド
イ

ツ
語
の
著
作
と
南
山
大
学
史
料
室
に
収
蔵
さ
れ
る
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
の
ド
イ
ツ
語
の
史
料
の
調
査
に
当
た
っ
た
。
調
べ
た
と

こ
ろ
で
は
、
著
書
や
学
術
雑
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
ド
イ
ツ
語
と
英
語
の
原
稿
を
見
付
け
た）

4
（

。
そ
の
中
の
一
本
の
原
稿
は

『
西
ド
イ
ツ
と
日
本）

5
（

』
の
ド
イ
ツ
語
の
下
書
き
で
あ
り
、
ほ
か
に
九
本
の
英
語
の
原
稿
（
講
演
や
論
文
・
エ
ッ
セ
ー
）
は
ド
イ
ツ
語
に

翻
訳
さ
れ
、
数
本
の
他
の
著
書
や
雑
誌
で
既
刊
さ
れ
た
論
文
と
エ
ッ
セ
ー
と
を
合
わ
せ
て
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
協
力
者
の
一
人
で

あ
っ
た
南
山
大
学
名
誉
経
済
学
博
士
ウ
ィ
ー
リ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
（W

illy　

K
raus

）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
著

作
集Johannes H

irschm
eier. D

ie Japanische U
nernehm

ung: Schriften aus dem
 N

achlaß

（
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
。
日

本
の
企
業
：
遺
稿
か
ら
の
文
書
）
と
し
て
一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た）

6
（

。　

そ
の
他
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
史
料
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
出
版
社
・
テ
レ
ビ
放
送
局
・
研
究
者
等
と
の
往
復
書
簡
、
講
師

依
頼
等
の
大
学
業
務
関
係
の
往
復
書
簡
、
ド
イ
ツ
語
ま
た
は
英
語
の
講
義
や
説
教
の
草
稿
、
そ
し
て
友
人
・
親
戚
・
神
学
生
時
代
の
同

級
生
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
る）

7
（

。
こ
れ
ら
の
史
料
の
内
容
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
特
に
興
味
深
い
文
書
を
二
種
類
見
付
け
た
。
一
つ

目
の
文
書
は
、
友
人
と
親
戚
に
宛
て
た
ド
イ
ツ
語
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
Ａ
４
用
紙
二
十
七
枚
の
手
紙
で
あ
る
が
、
そ
の
長
さ
か
ら
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も
わ
か
る
よ
う
に
、
普
通
の
手
紙
で
は
な
い
。「10

000 M
eilen der Sonne entgegen

（
太
陽
に
向
か
っ
て
万
里
の
旅
）」
と
い
う
表
題

が
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
一
九
五
二
年
四
月
一
八
日
か
ら
一
九
五
二
年
六
月
二
一
日
ま
で
の
来
日
旅
行
に
つ
い
て
のR

eisebericht

（
旅

行
談
）
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
旅
行
の
準
備
と
出
発
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
ま
で
の
旅
、
そ
し
て
ス
エ
ズ
運
河
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
香
港
・
マ
ニ
ラ
ア
経
由
で
の
日
本
ま
で
の
船
旅
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る）

8
（

。
二
種
類
目
の
文
書
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
ド
イ
ツ
・

ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
神
言
会
大
神
学
校
で
共
に
司
祭
叙
階
を
受
け
た
三
一
名
の
同
期
生
の
約
三
〇
年
間
分
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
で
あ
る
。
毎
年
各
同
期
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
近
況
報
告
は
一
人
の
同
期
生
が
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
毎

年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
が
記
載
さ
れ
て
い
る）

9
（

。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
上
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
著
作
集
で
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
経
営
史
の
学
者
と
大
学
の
教
育
者
と

し
て
の
活
動
に
つ
い
て
の
再
評
価
と
は
別
の
側
面
か
ら
、
す
な
わ
ち
一
聖
職
者
・
宣
教
師
と
し
て
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
側
面
か

ら
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
業
績
に
つ
い
て
の
よ
り
全
体
的
な
像
を
示
す
手
助
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
上
述
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の

日
本
へ
の
旅
行
談
の
内
容
を
紹
介
し
、
日
本
で
宣
教
活
動
を
目
指
し
て
い
た
若
い
宣
教
師
と
し
て
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
抱
い
て

い
た
精
神
と
抱
負
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
旅
行
談
はLiebe Freunde

（
親
愛
な
る
友
人
）
で
始
ま
る
手
紙
の
文
体
で
書
か
れ
、
日
記
の
よ
う
に
記
述

し
た
日
付
も
付
け
て
あ
る
。
文
書
の
冒
頭
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
を
支
え
て
き
た
友
人
た
ち
に
対
し
て「
感

謝
と
連
帯
の
し
る
し
と
し
て
」
日
本
ま
で
の
旅
の
体
験
話
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た）

10
（

。
旅
行
談
の
内
容
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
師
の
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
ま
で
の
約
二
か
月
の
旅
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
内
容
を
「
ド
イ
ツ
を
出
発
す
る
ま
で
」、「
ド

イ
ツ
か
ら
イ
タ
リ
ア
ま
で
」、「
イ
タ
リ
ア
か
ら
日
本
ま
で
」、
そ
し
て
「
日
本
到
着
」
の
四
つ
に
分
け
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一　

ド
イ
ツ
を
出
発
す
る
ま
で

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
八
日
に
当
時
ド
イ
ツ
領
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と

な
っ
た
上
シ
レ
ジ
ア
に
あ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
ス
ド
ル
フ
（H

einrichsdorf, O
berschlesien

）
の
農
家
で
十
一
人
兄
弟
の
末
子
と
し
で

生
ま
れ
た
。
一
九
三
三
年
に
高
等
学
校
に
相
当
す
る
ナ
イ
セ
に
あ
っ
た
神
言
会
小
神
学
校
（N

eiße/H
eiligkreuz

）
に
入
学
し
て
か
ら

神
言
会
の
神
学
生
と
な
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
に
軍
務
に
招
集
さ
れ
た
た
め
、
戦
後
の
一
九
四
五
年
ま
で
修
道
会
を
離
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
一
九
四
五
年
か
ら
ド
イ
ツ
の
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
（St. A

ugustin

）
の
神
言
会
の
大
神
学
校
で
哲
学
と
神
学
を
学
び
、

一
九
五
〇
年
八
月
二
七
日
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た）

11
（

。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
五
一
年
三
月
に
神
言
会
総
本
部
か
ら
神
言
会
日

本
管
区
へ
の
任
命
を
受
け
た
が
、
直
ぐ
に
は
日
本
へ
出
発
せ
ず
、
ま
ず
日
本
で
の
宣
教
の
準
備
の
た
め
約
一
年
間
イ
ギ
リ
ス
で
英
語
学

習
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
結
局
日
本
へ
出
発
し
た
の
は
、
一
九
五
二
年
の
春
で
あ
っ
た
。

旅
行
談
の
話
は
、
四
月
の
初
め
頃
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
母
校
の
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
大
神
学
校
で
「
出
発
の
前
に
数
日

を
過
ご
し
、
親
愛
な
る
親
戚
、
特
に
母
親
と
と
も
に
愛
し
い
一
時
を
過
す
た
め
に
」　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
っ
て
き
た
話
か
ら
始
ま
る）

12
（

。

そ
の
当
時
の
海
外
宣
教
師
は
帰
国
休
暇
の
機
会
が
少
な
く
、
病
気
や
事
故
な
ど
の
た
め
に
帰
国
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
の
で
、
宣
教

師
と
の
別
れ
は
親
族
や
神
言
会
兄
弟
会
員
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
荘
厳
な
儀
式
を
伴
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の

日
本
へ
の
出
発
は
四
月
一
八
日
と
な
っ
て
い
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
出
発
の
直
前
の
四
月
一
六
日
に
家
族
の
お
め
で
た
い
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
復
活
際
後
の
水
曜
（
四
月
一
六
日
）
に
最
後
の
儀
式
的
な
行
事
と
し
て
、
兄
の
結
婚
式
の
司
式
を
行

な
い
ま
し
た
。
結
婚
式
は
同
時
に
送
別
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
結
婚
の
喜
び
と
別
れ
の
悲
し
み
の
両
極
端
の
激
し
さ
を
和
ら
げ

て
、
私
は
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す）

13
（

。」
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出
発
の
日
に
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
神
言
会
の
古
い
伝
統
に
従
っ
て
朝
の
ミ
サ
の
司
式
の
後
、
聖
歌
隊
が
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ス
・
ス
テ
ラ
」（Ave M

aris Stella

）
と
い
う
旅
行
者
の
安
全
を
祈
る
聖
歌
を
歌
っ
た
。「
私
は
出
発
す
る
兄
弟
会
員
の
た
め
に
こ
の
聖

歌
を
今
ま
で
何
回
歌
っ
た
こ
と
か
。
今
回
は
私
自
身
が
対
象
と
な
っ
た
の
で
す
。〔
中
略
〕
私
が
退
堂
し
て
い
る
間
、
全
員
が
次
の
美

し
い
歌
節
で
終
わ
る
宣
教
師
の
送
別
の
歌）

14
（

を
歌
い
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら
、
こ
の
地
上
の
旅
の
間
、

我
々
が
再
び
会
う
こ
と
が
な
く
て
も
、

喜
ぶ
時
も
泣
く
時
も
い
つ
も
イ
エ
ス
の
心
に
よ
っ
て

我
々
は
一
つ
で
あ
る
、
い
ま
こ
こ
に
も
ま
た
永
遠
に
も）

15
（

。﹂

ミ
サ
の
後
、
兄
弟
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
食
堂
で
朝
食
し
て
い
る
間
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
挨
拶
に
回
り
、
一
人
一
人
の
兄
弟
会

員
に
握
手
し
な
が
ら
、
別
れ
を
伝
え
た
。「
兄
弟
会
員
と
の
別
れ
は
、
喜
び
の
時
で
す
。
そ
れ
は
将
来
の
宣
教
師
に
と
っ
て
数
年
間
の

憧
れ
が
実
現
す
る
時
が
来
た
か
ら
で
す）

16
（

。」
最
後
に
神
学
院
の
正
面
玄
関
脇
の
応
接
室
で
母
と
親
戚
に
別
れ
の
挨
拶
を
伝
え
た
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
そ
の
時
の
別
れ
の
悲
し
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
宣
教
師
は
『
家
族
を
英
雄
的
に
犠
牲
に
す
る
』

と
い
う
言
葉
を
簡
単
に
口
に
し
ま
す
が
、
実
際
に
犠
牲
を
払
う
の
は
、
少
な
く
と
も
最
初
は
、
宣
教
師
自
身
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
で

す
。
宣
教
師
は
若
い
情
熱
や
新
し
い
も
の
、
偉
大
な
も
の
へ
の
魅
力
に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、
彼
が
残
し
た
者
は
彼
の
不
在
を
感
じ

る
だ
け
で
す
。
家
族
が
涙
を
も
っ
て
払
っ
た
犠
牲
の
上
に
神
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に）

17
（

。」
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二　

ド
イ
ツ
か
ら
イ
タ
リ
ア
ま
で

四
月
一
八
日
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ド
イ
ツ
と
別
れ
を
告
げ
、
日
本
へ
の
二
か
月
の
長
い
旅
に
出
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ヴ

ァ
か
ら
横
浜
行
き
の
船
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
ま
で
は
数
回
の
行
程
に
分
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
経
由
で
の
二
週
間
の
鉄
道
の
旅
で
あ
っ
た
。
最
初
の
行
程
は
ボ
ン
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
ま
で
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ン
川
に
沿
っ
て
南
の
方
へ
走
っ
て
い
た
列
車
の
窓
か
ら
眺
め
て
い
た
景
色
に
つ
い
て
次
の
祈
り
を
込
め
た
こ

と
ば
で
記
述
し
て
い
る
。「
美
し
い
ラ
イ
ン
川
の
道
の
り
を
走
っ
て
い
た
と
き
、
斜
面
に
咲
い
て
い
た
花
と
青
葉
は
故
郷
か
ら
の
別
れ

の
花
束
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
美
し
い
故
郷
よ
、
さ
よ
な
ら
。
ご
き
げ
ん
よ
う
！
神
が
汝
を
祝
福
し
た
ま
え
。
私
は
こ
れ
か
ら
汝
の

使
者
と
し
て
出
て
い
く
。
汝
の
最
も
よ
い
も
の
、
汝
の
信
仰
を
桜
の
国
に
伝
え
る
た
め
に）

18
（

。」
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
地
方
は
、
ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
あ
る
意
味
で
は
第
二
の
故
郷
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
上
シ
レ
ジ

ア
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と
な
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
多
く
の
ド
イ
ツ
系
人
は
移
住
さ
せ
ら
れ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
師
の
母
を
は
じ
め
親
戚
が
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
の
近
く
に
住
み
着
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ボ
ン
を
出
て
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
用
事
が
あ
っ
て
一
泊
し
た
が
、
翌
日
の
四
月
一
九
日
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
数
時
間
見
物
し
た
後
、
ビ
シ
ョ
フ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン
（B

ischofshofen

）
に
あ
る
神
言
会
の
ザ
ン
ク
ト
ル

ー
パ
ー
ト
修
道
院
に
着
い
た
。
旅
の
途
中
で
列
車
の
窓
か
ら
の
山
の
景
色
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
夕
焼
け
の
中
で
山

の
風
景
は
巨
大
で
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
印
象
を
与
え
ま
し
た
。
ア
ル
プ
ス
を
見
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
の
で
、
す
べ
て
は

私
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で
し
た）

19
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ザ
ン
ク
ト
ル
ー
パ
ー
ト
修
道
院
に
寄
っ
た
の
は
、
同
じ
神
言
会
の
司
祭
で
あ
る
実
兄
の
ア
ロ
イ
ス
・
ヒ
ル
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シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
（A

lois  H
irschm

eier, S.V.D

）
20
（

）
に
会
う
予
定
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
兄
の
ア
ロ
イ
ス
師
は
、
一
九
三
六
年
に

司
祭
に
叙
階
さ
れ
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
五
二
年
頃
ま
で
中
国
で
の
宣
教
に
従
事
し
て
い
た
が
、
当
時
の
中
国
で
起
き
て
い
た
動
乱

の
中
で
足
を
撃
た
れ
た
た
め
一
九
五
二
年
一
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
り
、
ウ
ィ
ー
ン
で
治
療
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結

局
兄
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
が
っ
か
り
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、そ
の
失
望
感
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
前

回
兄
と
会
っ
た
の
は
一
四
前
の
こ
と
で
し
た
が
、
今
彼
が
せ
っ
か
く
宣
教
地
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
た
の
に
、
私
は
会
う
こ
と
が
で
き
ず

に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
手
術
し
た
ば
か
り
の
足
の
た
め
、
そ
の
う
え
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン）

21
（

」
の
た
め
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る）

22
（

。」

四
月
二
三
日
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ザ
ン
ク
ト
ル
ー
パ
ー
ト
修
道
院
を
出
発
し
て
、
二
四
日
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
着
い
た
。
ザ

ン
ク
ト
ル
ー
パ
ー
ト
か
ら
は
、
同
じ
く
神
言
会
日
本
管
区
へ
の
任
命
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
（Franz Truck-

enbrod, S.V.D

）
23
（

）
と
二
人
で
旅
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ド
イ
ツ
系
家
庭
に
生
ま
れ
た

ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
の
名
字
（
文
字
通
り
に
は
「
乾
い
た
パ
ン
、つ
ま
り
古
く
な
っ
た
パ
ン
」
と
い
う
意
味
）
に
言
及
し
な
が
ら
、

次
の
語
呂
合
わ
せ
で
彼
を
紹
介
し
て
い
る
。「
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
若
い
神
父
は
決
し
て
面
白
味
の
な
い
人
で
は
な
く
、
か
え
っ
て

『
お
ど
け
た
性
質
』
で
素
敵
な
人
物
で
す
。
三
か
月
ぐ
ら
い
ロ
ン
ド
ン
で
一
緒
に
い
た
の
で
、
互
い
に
自
己
紹
介
を
交
わ
す
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た）

24
（

。」
実
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
旅
行
談
の
中
で
数
回
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
の
冗
談
と
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
に
行
く
途
中
で
空
腹
に
な
っ
た
時
、
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
が
イ
タ
リ
ア
の

オ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「『
お
い
ヒ
ル
シ
ュ
、
も
う
イ
タ
リ
ア
に
着
い
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

の
に
。』と
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
が
嘆
き
な
が
ら
言
っ
た
。『
そ
こ
の
オ
レ
ン
ジ
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
。

着
い
た
ら
、
オ
レ
ン
ジ
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
な
き
ゃ
。』」
し
か
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
人
が
イ
タ
リ
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ア
に
着
い
た
ら
、
オ
レ
ン
ジ
一
個
は
一
五
リ
ラ
（
一
五
プ
フ
ェ
ニ
ヒ
）
だ
っ
た
の
で
、「
私
た
ち
は
罰
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
を
一
個
も
買

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た）

25
（

。」

四
月
二
三
日
の
夜
遅
く
、
二
人
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
着
い
た
。
翌
日
、
二
人
は
聖
マ
ル
コ
大
聖
堂
と
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
だ
け
で
は
な

く
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
有
名
な
運
河
や
そ
の
他
の
主
な
観
光
地
を
回
り
、
見
物
で
一
日
を
過
ご
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
特

に
聖
マ
ル
コ
大
聖
堂
に
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。「
大
聖
堂
は
と
て
も
広
く
て
、
高
い
と
い
う
印
象
よ
り
も
荘
厳
な
印
象
で
し
た
。」
ド

ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
に
つ
い
て
も
、
似
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。「
宮
殿
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
豪
華
に
飾
り
立
て
て
い
ま
す
。
基
調
は

す
べ
て
に
お
い
て
徹
底
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
で
す）

26
（

。」　

翌
日
の
四
月
二
五
日
に
、
二
人
の
宣
教
師
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
着
い
た
。
本
来
二
四
日
の
夜
行
列
車
で
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結

局
乗
り
遅
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
同
様
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
の
見
物
も
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
深
い
印
象
を
残
し
た
。
特
に
そ

の
文
化
都
市
と
し
て
の
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
た
。「
建
築
監
督
局
は
、
ア
メ
リ
カ
風
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
建
物
に
よ
っ
て
堅
固
な

宮
殿
の
都
市
の
外
観
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
て
い
た）

27
（

。」
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
旅
行
談
の
中
に
数
回
に
わ
た
っ
て
同
じ
よ

う
に
伝
統
的
な
街
づ
く
り
へ
の
近
代
的
な
ア
メ
リ
カ
風
の
建
物
の
影
響
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
町
並
み
と
都
市
風
景
の
他
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
サ
ン
マ
ル
コ
修
道
院
に
飾
っ
て
あ
る
ル
ネ
サ

ン
ス
時
代
の
名
匠
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
の
宗
教
画
で
あ
っ
た
。「
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
は
そ
こ
に
住
み
、
絵
を
描
き
ま
し
た
。
私

は
絵
画
（
フ
レ
ス
コ
画
）
の
物
語
る
敬
虔
さ
と
質
素
さ
の
魅
力
に
と
ら
え
ら
れ
て
、
そ
こ
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
し

た
。
食
堂
で
偉
大
な
『
晩
餐
』
の
前
に
腰
を
掛
け
ま
し
た
ら
、
ま
あ
驚
い
た
！
何
と
い
う
愛
情
！
こ
の
男
は
絵
を
描
い
た
と
い
う
よ
り

も
祈
っ
た
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
は
彼
の
絵
を
見
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
、『
神
の

お
告
げ）

28
（

』
の
絵
の
前
に
立
ち
ど
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
神
の
お
告
げ
の
絵
の
中
で
、
も
っ
と
も
愛
情
を
こ
も
っ
た
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も
の
で
す
。
私
は
眺
め
て
、
た
だ
眺
め
る
し
か
で
ま
せ
ん
で
し
た）

29
（

。」

四
月
二
六
日
、
二
人
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
出
発
し
て
ロ
ー
マ
に
着
い
た
。
ロ
ー
マ
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
本
山
で
あ
る
バ
チ
カ
ン
は

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と
っ
て
最
大
の
巡
礼
地
で
あ
る
。
ま
た
、
神
言
会
総
本
部
と
ロ
ー
マ
の
諸
大
学
で
勉
強
す
る
神
言
会
会
員
の
修
道

院
も
あ
る
の
で
、
宣
教
活
動
の
た
め
に
日
本
に
旅
立
つ
宣
教
者
に
と
っ
て
特
に
意
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師

も
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
ち
で
ロ
ー
マ
の
訪
問
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。「
次
は
ロ
ー
マ
で
す
。
私
は
自
分
の
思
い
と
考
え
を
ま
と
め
よ

う
と
し
て
み
ま
し
た
。
私
は
も
う
す
ぐ
数
多
く
の
巡
礼
者
の
目
的
地
で
あ
る
『
永
遠
の
都
』
ロ
ー
マ
を
見
る
の
で
す
。
私
も
巡
礼
者
と

し
て
お
祈
り
に
行
き
ま
す
。
将
来
の
宣
教
活
動
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
お
祈
り
を
捧
げ
た
い
か
ら
で
す）

30
（

。」

ロ
ー
マ
で
の
滞
在
は
十
日
間
も
あ
っ
た
が
、そ
の
間
ほ
と
ん
ど
毎
日
教
会
巡
り
と
町
の
見
物
に
出
か
け
た
。
ロ
ー
マ
に
着
い
た
翌
日
、

ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
時
代
の
同
級
生
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ジ
ッ
ト
カ
師
（Johannes R

zitka, S.V.D
.

）
と
一
緒
に
カ
ト
リ
ッ
ク
本

山
の
バ
チ
カ
ン
に
あ
る
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
に
出
か
け
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
こ
こ
で
も
、
や
は
り
教
会
の
建
築
と
宗
教

美
術
に
魅
了
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
こ
に
中
世
末
期
の
最
高
の
記
念
碑
と
し
て
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
聖
堂
は
キ
リ
ス
ト
教
の
一
致
の
記
念
碑
、
い
や
異
教
世
界
と
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
文
化
の
最
も
貴
重
な
も
の
の

融
合
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
時
々
異
教
世
界
の
も
の
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
ま
す
が
、
し
か
し
最
も
大
き
な
印
象
は
、
融
和
や
す
べ
て

の
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
神
の
恩
寵
に
よ
る
高
揚
と
美
化
、
そ
し
て
自
然
と
超
自
然
の
調
和
的
組
み
合
わ
せ
で
す
。」
同
大
聖
堂
に

あ
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
傑
作
の
聖
母
子
像
『
ピ
エ
タ
』
に
も
魅
了
さ
れ
、
次
の
よ
う
記
述
し
て
い
る
。「
も
し
か
す
る
と
こ
れ
は
偉

大
な
芸
術
家
の
作
品
の
中
で
最
も
美
し
い
、
少
な
く
と
も
最
も
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん）

31
（

。」

も
う
一
つ
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
内
に
あ
る
聖
体
礼
拝
堂
で
あ
っ
た
。
こ
の
礼
拝
堂
の
祭
壇
の
上
に
ミ
サ

の
時
に
聖
別
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
が
安
置
さ
れ
、
信
者
が
そ
の
前
に
礼
拝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
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そ
の
小
聖
堂
の
祭
壇
の
芸
術
美
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
聖
体
に
対
す
る
信
仰
を
燃
え
立
た
せ
る
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
て
次
の
よ

う
に
記
述
し
て
い
る
。「
礼
拝
堂
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
祭
壇
も
豪
華
で
す
が
、
最
も
大
事
な
の
は
救
い
主
キ
リ
ス
ト
で
す
。
そ
の
点

に
お
い
て
は
、
大
聖
堂
は
ド
イ
ツ
や
日
本
の
ど
の
教
会
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
司
祭
が
ミ
サ
を
捧
げ
る
至
る

と
こ
ろ
で
救
い
主
が
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
と
全
く
同
じ
よ
う
に
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
！）

32
（

」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
中
で
最
後
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
の
頭
、
使
徒
聖
ペ
ト
ロ

の
墓
で
あ
っ
た
。
大
聖
人
の
前
で
捧
げ
た
お
祈
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
私
も
、
人
間
的
な
弱
さ
と
愛
想
の
他
に

救
い
主
キ
リ
ス
ト
へ
の
愛
の
熱
心
を
持
っ
て
い
た
最
初
の
教
皇
の
取
次
ぎ
に
よ
っ
て
お
祈
り
し
た
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
宣
教
活
動
の
た
め
と
自
分
個
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
親
愛
な
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
お
祈
り
し
た
か
っ
た
の
で
す）

33
（

。」

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
に
つ
い
で
ロ
ー
マ
の
四
大
聖
堂
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
、
サ
ン
・
パ
オ
ロ
・
フ
オ
ー
リ
・
レ
・
ム
ー
ラ

大
聖
堂
で
あ
る
。「
フ
オ
ー
リ
・
レ
・
ム
ー
ラ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
城
壁
外
」
す
な
わ
ち
古
代
ロ
ー
マ
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ロ
ー
マ
に
着
い
て
か
ら
最
初
に
捧
げ
た
ミ
サ
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
殉
教
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
地
の
上
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
大
聖
堂
で
し
た
。「
異
教
徒
に
福
音
を
述
べ
伝
え
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
僕
と
な
っ
た

聖
パ
ウ
ロ
！
世
界
と
同
じ
大
き
さ
の
心
を
持
っ
て
い
た
史
上
最
大
の
宣
教
師
！ 

彼
の
弱
い
後
任
で
あ
る
私
た
ち
現
代
の
宣
教
師
た
ち

は
、
彼
の
精
神
を
ど
れ
ほ
ど
必
要
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う）

34
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
全
部
で
十
日
間
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
が
、
そ
の
間
、
ロ
ー
マ
の
大
学
で
勉
強
し
て
い
た
神
言
会
会
員
た
ち

に
案
内
さ
れ
て
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
と
他
に
中
国
へ
の
任
命
を
受
け
た
宣
教
師
と
一
緒
に
上
に
述
べ
た
大
聖
堂
の
他
に
い
く
つ
か

の
有
名
な
聖
堂
や
巡
礼
地
で
お
祈
り
し
た
り
、
ミ
サ
を
捧
げ
た
り
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
母
教
会
に
当
た
る
ジ
ェ
ズ
教
会
で
は
、「
日

本
へ
の
最
初
の
宣
教
師
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
祭
壇
で
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た）

35
（

。」
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ロ
ー
マ
市
外
に
あ
る
も
う
一
つ
の
有
名
な
巡
礼
地
は
カ
タ
コ
ン
ベ
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
初
代
殉
教

者
の
地
下
墓
地
で
あ
る
こ
の
聖
地
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
神
言
会
員
の
後
に
東
方
典
礼
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
の
隣
の
祭
壇
で
ミ
サ

を
捧
げ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
の
国
際
性
の
現
れ
と
考
え
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
こ
う
し
て
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
で
の
大
集
会
で
共
産
党
員
が）

36
（

平
等
と
連
帯
に
つ
い
て
演
説
し
て
い
た
と
同
じ
時
間
帯
に
、
私
た
ち
は
自
己

流
に
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
『
民
族
間
の
同
胞
精
神
』
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た）

37
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
頂
点
は
、
他
の
何
よ
り
も
教
皇
司
式
の
行
事
へ
の
参
加
と
教
皇
の
一
般
謁
見
参

加
で
あ
っ
た
。
当
時
の
教
皇
は
外
国
訪
問
を
は
じ
め
バ
チ
カ
ン
以
外
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の
目

で
教
皇
を
見
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
月
四
日
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
行
わ
れ

た
あ
る
修
道
女
会
の
創
立
者
の
列
福
式
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
皇
ピ
オ
十
二
世
を
見
た
時
に
大
変
感
激
し
、
そ
の
気
持
ち
を
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
幸
福
感
に
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。
あ
の
方
が
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
指
導
者
で
す
！
そ
の
間
ず
っ
と
教
皇
の
姿
か
ら
目
を
話
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
慈
悲
深
く
、
父
性
愛
に
満

ち
た
姿
勢
で
祝
福
を
与
え
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
身
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。〔
中
略
〕
退
堂
の
前
に
最
後
の
正
式
の
祝
福
を
与
え
る

に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
神
さ
ま
の
慈
悲
の
豊
か
さ
の
す
べ
て
が
私
た
ち
の
上
に
下
る
よ
う
両
手
を
広
げ
て
祈
り
求
め
る
姿
は
私
に
と
っ

て
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん）

38
（

。」　

ロ
ー
マ
滞
在
の
最
後
の
午
前
中
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
一
人
で
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
（
偉
大
な
る
聖
母
マ
リ

ア
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
）
大
聖
堂
」
へ
祈
り
に
行
っ
た
。「
私
は
最
後
の
日
の
朝
早
く
聖
母
に
旅
行
の
上
に
祝
福
を
祈
り
求
め
る
た
め
に

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
に
行
っ
て
別
れ
の
祈
り
を
捧
げ
、
同
日
の
午
後
、
同
様
に
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
『
別

れ
の
祈
り
』
を
捧
げ
ま
し
た
。〔
中
略
〕
最
初
の
訪
問
と
同
じ
道
を
た
ど
り
、
ま
ず
ピ
エ
タ
、
次
に
聖
体
礼
拝
堂
、
そ
し
て
聖
ペ
ト
ロ
、
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聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス）

39
（

、
聖
シ
モ
ン）

40
（

、
聖
ユ
ダ）

41
（

、
大
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ）

42
（

の
順
で
、
最
後
に
福
者
ピ
オ
十
世）

43
（

の
墓
の
前
で
お
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

海
外
の
宣
教
師
と
し
て
、
す
べ
て
の
愛
す
る
人
た
ち
、
自
分
の
青
春
の
世
界
と
別
れ
て
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
私
は
、
教
会
の
偉
大

な
諸
聖
人
に
願
い
た
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す）

44
（

。」

三　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
ま
で

五
月
五
日
の
夜
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
と
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
は
夜
行
列
車
で
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
向
け
て
出
発
し
た
。
二
人

は
、
出
発
の
前
に
ロ
ー
マ
で
勉
強
中
の
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
の
大
神
学
校
時
代
の
同
級
生
三
人
と
一
緒
に
簡
単
な
送
別
会
を
行

っ
た
。「
私
た
ち
が
共
に
し
た
過
去
の
経
験
が
話
題
に
な
り
、
ま
じ
め
な
話
も
あ
れ
ば
、
楽
し
い
話
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
親
し

い
友
と
し
て
互
い
の
つ
ら
い
経
験
も
よ
く
知
っ
て
お
り
、
司
祭
叙
階
ま
で
の
道
を
共
に
歩
ん
で
来
た
の
で
す
。
会
話
の
終
わ
り
ご
ろ
、

ジ
ッ
ト
カ
神
父
が
嘆
き
な
が
ら
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。『
私
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ト
を
吹
く
時
間
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。』〔
中
略
〕
昔
の
友
情
を
込
め
た
あ
の
メ
ロ
デ
イ
ー
が
最
後
の
演
奏
で
響
い
た
。『
も
し
離
れ
た
と
し
て
も
、
真
の
友
情
は
ゆ
ら
ぐ

こ
と
は
な
い
。
思
い
出
の
中
で
生
き
続
き
、
そ
の
忠
実
は
忘
れ
ら
れ
な
い）

45
（

。』

翌
日
の
朝
、
夜
行
列
車
で
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
着
い
た
二
人
は
、
午
後
に
日
本
行
き
の
船
が
入
港
す
る
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
ジ
ェ

ノ
ヴ
ァ
の
名
所
を
見
物
し
て
、
午
後
か
ら
出
国
手
続
き
と
船
に
乗
る
準
備
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
本
へ
の
船
は
オ
ラ
ン
ダ
籍
の
貨
物

船
「
ブ
リ
タ
ー
ル
」
号
（B

litar

）
46
（

）
で
あ
っ
た
。
当
時
の
多
く
の
貨
物
船
と
同
様
に
、
貨
物
の
他
に
一
般
乗
客
を
収
容
で
き
る
宿
泊
設

備
も
整
っ
て
い
た
。
日
本
行
き
の
両
宣
教
師
の
他
に
三
〇
年
ぶ
り
の
帰
国
休
暇
を
終
え
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
戻
る
神
言
会
司
祭
ヨ
ゼ
フ
・

デ
ユ
ー
ゼ
ム
ン
ト
師
（Joseph D

usem
und, S.V.D

.)

、
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性
、
一
人
の
ス
イ
ス
の
若
い
女
性
、
イ
ギ
リ
ス
の
夫
婦
、



59

10 000 Meilen der Sonne entgegen「太陽に向かって万里の旅」

そ
し
て
子
供
三
人
を
連
れ
て
い
た
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
と
一
人
の
若
い
オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
の
同
乗
客
も
い
た）

47
（

。

日
本
へ
の
約
六
週
間
の
船
旅
は
五
月
七
日
の
昼
か
ら
始
ま
っ
た）

48
（

。
途
中
で
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ス
エ
ズ
運
河
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
由
で
数
回
寄
港
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
船
上
の
生
活
や
各
立
ち
寄
り
先
で
見
た
こ

と
や
出
会
っ
た
人
々
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
記
述
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ス
エ
ズ
運
河
ま
で
の
旅
程
は
天
気
が
そ
れ
ほ
ど
暑
く
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。「
天
気
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
暑
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
調
子
で
続
け
ば
私
は
耐
え
抜
く
だ
ろ
う
が
、
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ

ロ
ー
ド
神
父
は
ミ
サ
の
時
に
か
な
り
汗
を
か
き
ま
す）

49
（

。」
実
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
二
人
は
、
特
に
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師

は
ス
エ
ズ
運
河
に
入
っ
て
か
ら
日
本
ま
で
の
間
続
い
た
暑
い
天
気
で
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
た
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
船
上
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
か
な
り
細
か
く
記
述
し
て
い
る
。「
船
の
中
を
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
私
た
ち
が
泊
ま
っ
て
い
る
『
一
号
室
』
は
船
室
の
な
か
で
一
番
狭
く
て
、
い
す
一
台
と
机
と
し
て
使
用
で
き
る
小
さ
い
た
ん
す

が
あ
り
ま
す
。
荷
物
は
ベ
ッ
ド
の
下
に
置
き
ま
す
。『
ト
ル
ッ
キ
ー
』神
父
は
二
段
ベ
ッ
ド
の
下
の
段
で
、私
は
上
の
段
で
寝
て
い
ま
す
。

〔
中
略
〕
そ
れ
に
温
水
と
冷
水
の
水
道
付
き
の
洗
面
所
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
も
な
く
温
水
し
か
出
な
く
な
り
ま
す
。
最
後
に
、
二
つ
に

分
け
ら
れ
た
洋
服
タ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
道
具
全
部
で
す）

50
（

。」

船
の
他
の
設
備
と
し
て
は
、
乗
客
と
船
長
・
高
級
船
員
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
食
堂
と
図
書
や
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
や

肘
掛
け
椅
子
な
ど
が
備
え
て
あ
る
サ
ロ
ン
も
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
暑
か
っ
た
の
で
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

51
（

。
し
か

し
、
毎
日
朝
早
く
ミ
サ
を
捧
げ
る
習
慣
が
あ
っ
た
二
人
の
司
祭
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
小
聖
堂
で
あ
っ
た
。「
船
上
に
き
ち

ん
と
し
た
小
聖
堂
も
あ
り
ま
す
。
船
医
が
不
在
な
の
で
、
そ
の
部
屋
が
小
聖
堂
に
合
う
よ
う
に
作
り
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
神
言

会
司
祭
三
人
は
こ
こ
で
ミ
サ
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
別
の
空
室
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
必
要
な
も
の
が
全
部
揃
っ
て

い
ま
す
。
祭
壇
か
ら
ミ
サ
用
具
、
ホ
ス
チ
ア
（
ミ
サ
用
の
パ
ン
）
と
ワ
イ
ン
ま
で
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
ロ
イ
ド
は
宣
教
師
の
運
送
で
十
分
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お
金
を
稼
ぎ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
し
て
く
れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う）

52
（

。」

最
初
の
立
ち
寄
り
先
は
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
入
港
せ
ず
に
、
荷
船
を
使
用
し
て
荷
物
の
一
部
を
お
ろ
し
た

が
、
作
業
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
現
地
の
商
人
が
ボ
ー
ト
で
船
ま
で
も
の
を
売
り
に
や
っ
て
き
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は

そ
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
革
製
品
が
彼
ら
の
得
意
で
、
財
布
か
ら
カ
バ
ン
や
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
途
方
も
な
く
安
い
で
す
。
革
製
品
な
ら
こ
こ
が
世
界
一
安
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
私
も
カ

バ
ン
の
取
引
の
た
め
に
ボ
ー
ト
に
降
り
た
時
、
商
人
は
友
情
の
印
と
し
て
私
の
頭
に
フ
ェ
ズ
を
被
せ
た
が
、
そ
れ
で
も
私
は
騙
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
少
な
く
と
も
そ
れ
ほ
ど
で
も
騙
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た）

53
（

。」

五
月
一
六
日
に
ビ
ル
タ
ー
ル
号
は
紅
海
に
入
り
、
毎
日
三
回
ぐ
ら
い
着
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
暑
く
な
っ
た
。
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
毎
朝
早
く
起
き
て
デ
ッ
キ
に
長
さ
七
メ
ー
ト
幅
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
プ
ー
ル
に
入
っ
て
、
体
を
冷
や
す
こ

と
に
し
て
い
た
。「
他
の
人
が
ま
だ
寝
て
い
て
、
ド
ゥ
ー
ゼ
ム
ン
ト
神
父
だ
け
が
お
祈
り
し
な
が
ら
デ
ッ
キ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

い
ま
す
。
私
が
彼
の
お
祈
り
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
私
は
午
後
か
ら
も
プ
ー
ル
に
入
り
船
員
と
一
緒

に
い
た
ず
ら
小
僧
の
よ
う
に
暴
れ
た
り
あ
ち
ら
こ
ち
ら
は
ね
回
っ
た
り
し
ま
す）

54
（

。」

ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
も
よ
く
プ
ー
ル
に
入
っ
た
が
、
独
自
の
方
法
を
見
付
け
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ

ー
ド
師
の
発
明
才
能
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
冗
談
に
記
述
し
て
い
る
。「
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
『
静

か
な
享
楽
主
義
者
』
の
よ
う
な
人
で
す
の
で
、
彼
は
一
人
だ
け
で
プ
ー
ル
に
入
り
ま
す
。
彼
は
も
っ
と
精
神
的
な
風
味
を
添
え
る
た
め

に
自
分
な
り
の
方
法
を
発
明
し
ま
し
た
。
彼
は
梯
子
に
ロ
ー
プ
を
結
び
付
け
、
防
暑
帽
を
か
ぶ
り
、
身
体
に
ロ
ー
プ
の
反
対
部
分
を
結

び
付
け
て
水
の
中
に
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
座
り
な
が
ら
リ
ル
ケ
の
詩
を
読
ん
で
い
ま
す
！
（
リ
ル
ケ
自
身
が
こ
の
光
景
を
見
れ
ば
、
何

と
言
う
で
し
ょ
う
！）

55
（

）」
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絶
え
ず
続
く
暑
い
天
気
は
先
ほ
ど
触
れ
た
毎
日
の
ミ
サ
の
時
に
祭
服
を
着
て
い
た
司
祭
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
小
聖
堂
と
し
て
使
っ
て
い
る
船
室
の
暑
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
空
気
が
鉛
の
よ
う
に
重

く
感
じ
ま
す
。
汗
は
背
中
と
脚
か
ら
流
れ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
は
、
汗
が
口
に
入
り
、
聖
体
拝
領
前
の

断
食
・
断
飲
の
反
則）

56
（

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す）

57
（

。」

紅
海
に
入
っ
て
か
ら
次
の
立
ち
寄
り
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
は
一
番
長
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
暑
い
天
気
が
ず
っ
と
続
く
な
か
、

読
書
す
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。「
こ
の
暑
さ
は
活
気
を
奪
っ
て
し
ま
い
、
殆
ど
何
も
で
き
ま
せ
ん
。〔
中
略
〕
私
が
か

つ
て
希
望
し
て
い
た
熱
帯
地
に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
熱
帯
地
で
働
い
て
い
る
宣
教
師
た

ち
に
脱
帽
！
彼
ら
は
、
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
暑
さ
に
耐
え
て
、
デ
ッ
キ
・
チ
ェ
ア
に
座
り
英
語
の
本
を
読
む
よ
り
も
も
っ
と
大
事
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
で
す）

58
（

。」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
の
イ
ン
ド
洋
の
航
海
中
、
暑
さ
に
次
い
で
も
う
一
つ
の
悩
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
船
酔
い
で
あ
っ
た
。
五
月

二
十
二
日
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
復
活
四
十
日
後
天
に
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
「
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
」
と
い
う
大
祝
日
に
当

た
り
、
宣
教
師
同
志
で
ワ
イ
ン
一
杯
の
お
祝
い
を
し
よ
う
と
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
思
っ
て
い
た
が
、
船
が
か
な
り
揺
れ
て
い
た
の

で
体
調
を
崩
し
て
、
結
局
で
き
な
か
っ
た
。
船
酔
い
の
悩
み
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
海
流
と
風
は
私
た
ち
の
お

祝
い
に
好
意
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
一
日
中
頭
痛
が
あ
り
腹
も
少
し
横
傾
斜
し
て
い
ま
す
。〔
中
略
〕
自
分
の
船
室
に
い

る
の
は
一
番
苦
痛
が
な
い
。〔
中
略
〕
揺
れ
に
は
一
つ
だ
け
足
り
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
眠
れ
、
王
子
ち
ゃ
ん
、
ぐ
っ
す

り
眠
れ
』
と
い
う
ゆ
り
か
ご
の
歌
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
自
分
が
ゆ
り
か
ご
に
寝
て
い
た
こ
ろ
、
揺
れ
に
意
義
は
な
か
っ
た
の
で
す

が）
59
（

」長
い
旅
が
続
く
と
、
倦
怠
感
を
緩
和
す
る
た
め
に
二
人
の
宣
教
師
は
ダ
ブ
ル
ス
ペ
ア
で
イ
ギ
リ
ス
人
夫
婦
と
デ
ッ
キ
で
卓
球
試
合
を
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し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
試
合
が
終
わ
っ
た
ら
私
た
ち
は
、
と
り
わ
け
汗
の
記
録
者
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
は
海
の
な
か
か
ら
す

く
い
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
た
。
夜
十
時
の
気
温
は
三
十
五
度
で
す）

60
（

。」
暑
さ
の
た
め
、
船
室
で
過
ご
す
時
間
よ
り
は
デ
ッ
キ
で
過

ご
し
た
時
間
の
方
が
多
く
て
、
暑
さ
に
弱
い
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
は
デ
ッ
キ
の
上
で
寝
て
い
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
時
々

デ
ッ
キ
で
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
た
が
。
あ
る
日
、
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
と
の
面
白
い
や
り
取
り
の
場
面
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る
。「
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
が
や
っ
て
き
て
、『
あ
の
ね
、
ヒ
ル
シ
ュ
、
あ
の
歌
の
題
名
は
何
だ
っ
た
っ
け
？
「
ラ
イ

ゼ
・
リ
ー
ゼ
ル
ト
・
デ
ア
・
シ
ュ
ネ
ー
」』（Leise rieselt der Schnee

）
61
（

）
私
が
『
な
ぜ
？
』
と
聞
く
と
、
彼
は
『
ま
あ
、
雪
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
だ
け
だ
。』
と
答
え
た
。
そ
う
し
た
ら
、
私
た
ち
二
人
で
歌
い
始
め
た
。

雪
が
さ
ら
さ
ら
落
ち
る
。

湖
は
静
か
で
固
く
凍
っ
て
い
る
。

森
は
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
く
美
し
い
。

ま
あ
ま
あ
、
待
っ
て
い
て
ね
。
す
ぐ
に
キ
リ
ス
ト
キ
ン
ト
が
来
る
の
だ
か
ら）

62
（

。﹂

次
の
立
ち
寄
り
先
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
入
港
し
て
い
る
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
所
を
回
り
、
見
物
を
し
た
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ

イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
市
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
賑
や
か
な
光
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
私

は
東
洋
の
都
市
に
つ
い
て
読
ん
だ
こ
と
と
写
真
を
見
た
こ
と
も
あ
る
が
、
街
頭
の
賑
わ
い
は
体
験
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
何

千
軒
の
店
の
商
人
た
ち
が
い
て
、
丸
ご
と
あ
る
い
は
半
分
に
切
っ
て
あ
る
果
物
の
一
山
、
魚
の
干
物
の
一
握
り
、
た
ば
こ
の
数
箱
、
シ

ャ
ツ
五
枚
を
道
端
に
広
げ
る
だ
け
で
、
ほ
ら
店
は
で
き
上
が
り
！
も
っ
と
『
キ
チ
ン
と
し
た
』
商
店
で
は
、
同
じ
部
屋
に
同
類
の
も
の

を
売
っ
て
い
る
『
店
』
が
四
、五
軒
ぐ
ら
い
並
ん
で
い
ま
す
。
商
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
何
か
の
一
山
を
自
分
の
前
に
広
げ
て
い
ま
す
。

眠
く
な
っ
た
ら
そ
の
そ
ば
で
ま
た
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
寝
る
の
で
す
。
小
さ
い
子
供
が
そ
こ
で
遊
ん
だ
り
、
歩
け
な
い
子
供
は
床
を
は
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い
回
っ
た
り
し
ま
す
。〔
中
略
〕
店
は
い
つ
も
営
業
中
―
朝
、
昼
、
晩
、
夜
。
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は
み
な
自

由
な
人
で
す
か
ら）

63
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
な
い
も
の
に
魅
力
を
感
じ
た
。「
彼
ら
の
生
活
は
簡
素
で
、
物
価
が
安
い
。
暖
房

の
必
要
も
な
く
、
食
事
は
質
素
で
す
。〔
中
略
〕
家
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
よ
り
は
道
端
や
店
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
複
雑
な
生

活
を
し
て
い
る
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
方
が
気
の
毒
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か）

64
（

。」
し
か
し
、
こ
の
珍
し
い
世
界
の
魅
力
は
無
限
で
は

な
か
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
名
所
を
回
り
、
公
開
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
華
僑
の
豪
邸
や
そ
の
庭
園
を
見
物
も

し
た
が
、
宣
教
師
の
目
で
物
を
見
て
い
た
彼
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
話
に
出
て
く
る
神
々
や
動
物
の
彫
像
が
飾
っ
て
あ
っ
た
庭
園
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
そ
れ
は
全
体
と
し
て
は
人
間
味
を
大
い
に
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
に
や
に
や
笑
う
異

教
徒
の
神
々
の
彫
像
で
し
た
。
中
国
人
や
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
古
い
異
教
世
界
と
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
『
脱
却
し
て
し
ま
っ
て
い
る
』
ヨ
ー

ロ
パ
の
新
し
い
異
教
世
界
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
賑
や
か
な
港
湾
都
市
か
ら
無
視
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
存

在
で
す）

65
（

。」

五
月
二
九
日
に
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
次
の
立
ち
寄
り
先
の
香
港
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
香
港
に
着
く
ま
で
再
び

単
調
な
船
上
の
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
最
も
過
ご
し
や
す
い
時
間
は
夜
で
あ
っ
た
。
デ
ッ
キ
の

上
に
座
っ
て
、
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
大
神
学
校
と
ド
イ
ツ
の
故
郷
、
家
族

と
友
人
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。「
私
は
も
う
一
度「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ス
・
ス
テ
ラ
」Ave M

aris Stella

や
宣
教
師
の
出
発
の
歌
を
歌
い
、

出
発
し
た
時
の
気
持
ち
を
再
び
体
験
し
ま
す
。
特
に
宣
教
師
の
送
別
の
歌
の
歌
詞
に
再
び
感
動
し
ま
す）

66
（

。」

六
月
一
日
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
典
礼
暦
で
「
聖
霊
降
臨）

67
（

」
と
い
う
大
祝
日
で
あ
る
が
、
神
言
会
で
は
と
り
わ
け
大
事
に
さ
れ
て
い

る
祝
日
で
も
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
他
の
二
人
の
神
言
会
兄
弟
会
員
と
一
緒
に
お
祝
い
し
た
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
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い
る
。「
今
日
、
使
徒
た
ち
に
世
界
を
キ
リ
ス
ト
に
導
く
と
い
う
使
命
の
た
め
に
聖
霊
の
力
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
特
に

日
本
で
の
活
動
の
た
め
に
い
た
だ
き
た
い
言
語
能
力
の
賜
物
を
は
じ
め
、
聖
霊
の
力
を
大
い
に
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
午
後
に
私
た
ち

宣
教
師
三
人
が
集
ま
り
、
デ
ユ
ー
ゼ
ム
ン
ト
神
父
の
音
頭
に
従
っ
て
『
聖
霊
に
敬
意
を
表
し
て
』
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
ま
し
た）

68
（

。」

六
月
二
日
に
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
九
竜
に
寄
港
し
た
。
中
国
で
宣
教
活
動
が
で
き
な
く
な
り
出
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
数
名
の
神
言
会

会
員
が
香
港
島
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
と
デ
ユ
ー
ゼ
ム
ン
ト
師
と
三
人
で
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
て
香
港
に
渡
る
こ
と
に
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
時
に
、
奇
妙
な
「
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
た

ち
は
贅
沢
せ
ず
に
生
活
し
て
い
る
宣
教
師
と
し
て
は
二
等
切
符
を
買
っ
て
二
等
客
室
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
乗
組
員
は
二
等
客
室

で
は
な
く
一
等
客
室
に
乗
る
よ
う
に
案
内
し
た
。
乗
組
員
に
従
わ
ず
、
二
等
客
室
に
入
る
こ
と
に
拘
っ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
た
ち

の
姿
を
見
た
他
の
乗
客
は
驚
い
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
私
た
ち

は
恐
ら
く
二
等
室
に
入
っ
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、『
大
騒
ぎ
』
を
引
き

お
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す）

69
（

。」

神
言
会
会
員
は
香
港
の
司
教
座
聖
堂
の
敷
地
内
の
施
設
に
宿
泊
し
て
い
た
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
た
ち
が
神
言
会
の
宣
教
師
と

面
会
を
求
め
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
温
か
く
な
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。「
そ
の
対
応
は
私
た
ち
に
と
っ
て
同
じ
修
道
会
の
兄
弟
会
員
に
し

て
は
少
し
冷
た
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。」
し
か
し
、
翌
日
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
人
で
再
び
訪
問
し
た
時
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職

者
の
正
装
（
黒
い
服
装
と
白
い
襟
）
を
し
て
い
た
た
め
大
変
温
か
く
歓
迎
さ
れ
、
活
発
な
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。「
そ
こ
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
帰
る
船
の
便
を
待
っ
て
い
た
、
か
つ
て
中
国
で
働
い
て
い
た
宣
教
師
た
ち
数
名
が
集
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
中
国
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
話
し
を
し
て
、
私
の
方
か
ら
十
年
あ
る
い
は
二
十
年
以
上
帰
国
し
た
こ
と
の
な
い
彼
ら
に
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
話
し
ま
し
た）

70
（

。」
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ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ブ
リ
タ
ー
ル
号
か
ら
硝
石
、
鉄
の
パ
イ
プ
、
木
箱
に
入
っ
た
様
々
な
商
品
、
自
動
車
な
ど
の
荷
物
が
下
ろ

さ
れ
て
い
た
間
、
港
の
賑
わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
風
景
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
ブ
リ
タ
ー
ル
号
の
そ
ば
に
十
隻
以

上
の
平
低
の
ジ
ャ
ン
ク
が
揺
れ
な
が
ら
積
み
荷
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
一
隻
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
大
き
な
黒
い
帆
を
上
げ
、
港

を
通
っ
て
中
国
へ
の
針
路
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ク
は
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
絵
の
よ
う
に
非
常
に
美
し
い
で
す
。
前
部

で
ク
レ
ー
ン
が
荷
物
を
下
ろ
し
た
り
し
て
い
る
間
、
後
部
の
『
住
ま
い
』
で
は
家
族
が
平
気
な
生
活
を
送
り
ま
す
。
食
事
を
作
る
こ
と

も
取
る
こ
と
も
、
洗
濯
す
る
こ
と
も
寝
る
こ
と
も
全
部
船
の
上
で
す
。〔
中
略
〕
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
神
父
は
イ
タ
リ
ア
で
買
っ
て

お
い
た
ボ
ン
ボ
ン
で
子
供
た
ち
の
好
意
を
受
け
ま
し
た
。
心
情
か
ら
発
す
る
こ
の
言
葉
の
意
味
が
子
供
た
ち
に
は
良
く
分
か
っ
た
よ
う

で
す）

71
（

。」
六
月
九
日
に
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
日
本
到
着
前
の
最
後
の
立
ち
寄
り
先
の
マ
ニ
ラ
に
入
港
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
多
い
国
で
あ
り

な
が
ら
、
司
祭
が
足
り
な
い
だ
け
に
神
言
会
の
宣
教
活
動
が
活
発
的
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
の
到
着
を
前
に
し
て
い
た
若
い
宣
教
師
た

ち
の
心
の
中
に
自
分
の
将
来
の
活
動
へ
の
熱
意
が
わ
い
て
き
て
い
た
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
そ
の
時
の
気
持

ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
マ
ニ
ラ
で
の
四
日
間
は
私
に
と
っ
て
こ
の
長
い
旅
の
中
で
一
番
素
晴
ら
し
い
体
験
で
し

た
。〔
中
略
〕
神
言
会
の
神
学
校
で
非
常
に
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
は
我
が
家
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。
白
い
ス
ー
タ
ン
を
着
て
い
た
親
切
な
ド
イ
ツ
人
の
兄
弟
会
員
た
ち
が
多
く
、
私
た
ち
に
気
を
配
っ
て
く
れ
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い

た
か
ら
で
す
。」
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、特
に
同
級
生
の
ヘ
ー
ゼ
ン
師
（H

einrich H
eesen, S.V.D

）
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
た
。「
私

た
ち
は
喜
び
の
あ
ま
り
勢
い
よ
く
互
い
に
抱
き
付
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
彼
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
か
ら
こ
こ
に
到
着
し
て
、
宣
教
師
生

活
の
最
初
の
経
験
、
と
り
わ
け
語
学
学
習
を
す
で
に
な
し
遂
げ
た
。〔
中
略
〕
彼
は
元
気
よ
く
、
情
熱
に
あ
ふ
れ
て
い
て
短
時
間
で
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
す
っ
か
り
気
に
入
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
マ
ニ
ラ
に
い
た
間
、
彼
は
同
行
し
、
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た）

72
（

。」
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マ
ニ
ラ
の
見
物
で
特
に
面
白
か
っ
た
の
は
、
大
都
会
の
賑
や
か
な
交
通
と
街
並
み
の
近
代
的
な
も
の
と
伝
統
的
な
も
の
の
対
照
で
あ

っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
私
は
マ
ニ
ラ
で
三
種
類
だ
け
の
乗
り
物
を
見
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
新
の
流
行
を
含
め
て
の
新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
、
人
間
を
は
じ
め
鶏
や
ウ
サ
ギ
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

生
き
物
を
運
搬
す
る
バ
ス
、
そ
し
て
最
後
に
も
っ
と
も
独
創
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
小
さ
い
バ
ス
に
改
造
さ
れ
た
ジ
ー
プ
で
し
た
。〔
中

略
〕
マ
ニ
ラ
の
も
っ
と
も
近
代
的
な
の
は
道
路
で
す
。
ア
メ
リ
カ
風
の
新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
、
例
え
ば
学
校
や
政
府
の
建
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
一
部
は
美
術
的
に
見
て
美
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
建
物
の
中
で
一
番
多
い
の
は
バ
ナ
ナ
の
木
や
そ
の
他
の

緑
生
い
茂
っ
た
熱
帯
植
物
の
間
に
建
て
ら
れ
て
い
る
木
造
の
小
さ
な
家
屋
で
す
。
こ
の
対
照
は
『
人
が
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
裸

足
』
で
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
ま
す）

73
（

。」

神
言
会
は
一
九
〇
九
年
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
小
教
区
の
司
牧
と
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
様
々
な
宣
教
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
た
ち
は
神
言
会
が
担
当
し
て
い
た
マ
ニ
ラ
市
内
の
教
会
の
他
に
、
他
の
修
道
会
の
学
校
も
訪
問
し
た
。「
マ
ニ

ラ
の
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
学
校
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
つ
の
大
学
も
あ
り
ま
す
。
最
も
古
く
最
も
レ
ベ
ル
が

高
い
の
は
ド
ミ
ニ
コ
会
が
運
営
し
て
い
る
聖
ト
ー
マ
ス
大
学
で
す
。〔
中
略
〕
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
教
育
に
大
変
熱
心
で
す
。
宣
教
師
の

話
で
は
、
最
後
の
一
頭
の
水
牛
を
売
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
で
す
ら
、
息
子
と
娘
を
学
校
に
行
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

大
学
の
他
に
多
数
の
高
等
学
校
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
修
道
会
が
経
営
し
て
い
る
も
の
で
す
。〔
中
略
〕
私
た
ち
の
「
ブ
ル
ー
・
シ
ス

タ
ー
た
ち
」（
聖
霊
会）

74
（

）
の
聖
霊
高
等
学
校
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
教
室
と
教
室
と
の
間
に
薄
い
木
造

の
壁
し
か
な
く
、
換
気
の
た
め
に
壁
の
上
の
部
分
が
空
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
最
初
の
教
室
か
ら
最
後
の
教
室
ま
で
一
語
一
語
が
聞
こ

え
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
教
員
に
な
る
に
は
特
別
な
才
能
が
必
要
で
し
ょ
う
。
私
は
向
い
て
い
な
い
と
思
い
ま
す︶

75
︵

。」

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
信
者
の
熱
心
な
姿
を
見
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
感
心
す
る
と
と
も
に
宣
教
活
動
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
、
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次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
水
曜
日
の
午
後
、
私
た
ち
は
マ
ニ
ラ
市
外
に
あ
る
『
絶
え
ざ
る
御
助
け
の
聖
母
』
教
会
ま
で
行
き
ま

し
た
。
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
を
持
っ
て
い
る
人
々
が
や
っ
て
き
て
、
助
け
と
慰
め
を
祈
り
求
め
ま
す
。
こ
こ
ま
で
巡
礼
し
て
く
る
人
々
の

人
数
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。〔
中
略
〕
教
会
に
は
壁
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、

教
会
の
建
物
の
外
に
立
っ
て
い
る
人
々
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
教
会
の
中
に
い
る
人
々
よ
り
も
外
に
い
る

人
々
の
ほ
う
が
多
い
で
す
。〔
中
略
〕
信
者
た
ち
の
信
心
深
さ
は
、
時
々
表
面
的
な
と
こ
ろ
や
宗
教
的
迷
信
が
あ
っ
て
も
間
違
い
な
く

純
粋
で
す
。
人
々
は
善
意
で
す
が
、
司
祭
が
少
な
く
教
育
も
足
り
な
い
の
で
す）

76
（

。」

六
月
九
日
の
午
後
に
マ
ニ
ラ
を
出
発
す
る
前
に
、
ブ
リ
タ
ー
ル
号
の
船
上
で
数
人
の
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
に
囲
ま
れ
て
日
本
行
き
の
二

人
の
送
別
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
日
は
台
風
の
影
響
で
マ
ニ
ラ
市
内
は
大
雨
だ
っ
た
が
、
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
予
定
通
り
五
時
半
に
神
戸

に
向
け
て
出
発
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
波
が
高
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
気
分
が
悪
く
な
っ
た
が
、
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー

ド
師
は
「
本
物
の
嵐
を
」
体
験
し
た
い
、
そ
れ
が
な
い
と
ま
と
も
な
船
旅
に
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に

船
酔
い
を
し
た
の
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
で
は
な
く
て
、
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
そ
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
面
白
い
こ
と
に
船
の
揺
れ
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
私
の
胃
が

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
は
ど
こ
に
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
彼
は
夕
食
の
時
に
額
に
汗
し
て
、
真
っ
白
な
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。『
お
や
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
だ
？
』
と
私
は
聞
き
ま
し
た
。
彼
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
が
、
二
分
後
に
急
い

で
食
堂
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
食
欲
が
前
と
ち
っ
と
も
変
り
ま
せ
ん
で
し
た
。〔
中
略
〕
ベ
ッ
ド
の
上
に
寝
て
い
た
ト

ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
に
『
船
酔
い
か
？
』
と
聞
い
て
み
る
と
、
彼
は
『
船
酔
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
胃
の
調
子
が
ち
ょ
っ
と
悪

い
だ
け
だ
。』
と
答
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
の
嵐
へ
の
切
望
が
か
な
っ
た
の
で
す）

77
（

。」



68

四　

日
本
到
着

六
月
一
六
日
の
夜
、
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
神
戸
港
に
入
港
し
た
。
二
人
の
宣
教
師
た
ち
は
最
終
目
的
地
の
横
浜
で
船
を
下
り
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
一
九
日
に
横
浜
に
向
け
て
神
戸
を
出
発
す
る
ま
で
の
間
、
神
戸
と
京
都
の
見
物
で
時
間
を
過
ご
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ

イ
ヤ
ー
師
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
最
初
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
神
戸
で
の
最
初
の
散
歩
は
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ら
な
か

っ
た
で
す
。
世
界
の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
平
凡
な
巨
大
都
市
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
港
の
近
く
に
は
ア
メ
リ
カ
風
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
々
は
細
い
目
を
持
っ
て
い
て
、
看
板
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
た
し
、
下
駄
（
底
下
に
ブ
ロ
ッ
ク

が
つ
い
て
い
る
木
で
で
き
て
い
る
ス
リ
ッ
パ
）
を
は
い
て
和
服
を
着
て
い
た
女
性
も
見
か
け
ま
し
た
。
狭
い
道
に
出
た
ら
、
小
さ
い
和

風
の
木
造
の
建
物
も
あ
り
ま
し
た
。
単
調
な
暗
褐
色
で
地
味
で
は
あ
っ
た
が
、
清
潔
で
き
れ
い
な
感
じ
が
し
ま
し
た）

78
（

。」

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
語
が
で
き
な
い
、
道
も
わ
か
ら
な
い
二
人
の
宣
教
師
は
大
胆
に
も
京
都
ま
で
行
っ
て
見
物
す
る
こ
と
に

し
た
。「
私
た
ち
は
寺
院
や
御
所
で
有
名
な
昔
の
都
で
あ
る
京
都
へ
見
物
に
行
き
ま
し
た
。
自
分
で
も
私
た
ち
の
冒
険
心
に
驚
き
ま
し

た
。
日
本
の
お
金
を
少
し
だ
け
ポ
ケ
ッ
ト
に
持
っ
て
い
て
、
日
本
語
を
一
言
も
言
え
な
い
の
に
六
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
ま
で
半
日
の
遠
足

に
出
か
け
る
な
ん
て
！）

79
（

」
幸
い
に
神
戸
駅
で
英
語
が
で
き
る
日
本
人
に
大
阪
ま
で
の
列
車
の
乗
り
場
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
し
て
大
阪

駅
で
ド
イ
ツ
語
が
話
せ
る
日
本
人
に
京
都
ま
で
の
列
車
の
乗
り
場
を
教
え
て
も
ら
い
、
無
事
に
京
都
に
到
着
し
た
。
京
都
で
受
け
た
印

象
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
精
通
者
の
話
で
は
京
都
を
見
る
に
は
一
週
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
ロ
ー
マ
も
午

後
四
時
か
ら
八
時
ま
で
に
全
部
見
る
こ
と
は
で
き
き
ま
せ
ん
！
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
時
間
で
も
そ
の
美
し
さ
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
二
つ
の
名
所
を
見
ま
し
た
。
一
つ
目
は
御
所
の
庭
園
で
す
が
、
そ
の
中
に
こ
け
園
、
牧
歌
的
な
湖
沼
、
緑

の
屋
根
状
に
お
お
わ
れ
た
石
造
り
の
ア
ー
チ
橋
、
心
の
静
ま
る
茶
屋
も
あ
り
ま
し
た
！
二
つ
目
は
神
道
の
最
も
重
要
な
聖
城
の
一
つ
で
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あ
る
平
安
神
宮
で
す
。
正
直
に
言
え
ば
、
そ
の
優
美
で
上
品
な
形
態
を
目
の
前
に
し
て
日
本
の
も
の
に
『
一
目
ぼ
れ
』
し
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
こ
の
芸
術
形
式
、
こ
の
神
社
の
中
に
な
ん
と
い
う
豊
か
な
精
神
的
な
調
和
と
鋭
敏
な
感
受
性
や
畏
敬
の
念
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
か
。
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
は
そ
れ
を
『
壮
大
な
優
美
』（m
onum

entale Zierlichkeit

）
と
呼
び
ま
し
た）

80
（

。」

六
月
十
八
日
の
午
前
中
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
一
人
で
再
び
神
戸
市
内
を
見
物
す
る
こ
と
に
し
た
。
前
日
見
た
風
景
と
対
比

し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
翌
日
、
私
は
独
力
で
再
び
神
戸
の
散
歩
を
し
て
、
驚
い
た
こ
と
に
活
気
の
あ
る
商
店
街
、

和
風
の
門
の
ア
ー
チ
や
『
お
菓
子
の
家
』
の
よ
う
に
小
ぎ
れ
い
な
商
店
、
つ
ま
り
『
日
本
的
な
神
戸
』
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
夜
、
感
激
の
あ
ま
り
で
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
を
同
じ
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
街
灯
や
提
灯
の
明
か
り
で
街
並

み
は
も
っ
と
華
や
か
で
魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
。〔
中
略
〕
私
た
ち
は
船
へ
戻
っ
て
、
今
ま
で
受
け
た
印
象
と
こ
れ
か
ら
日
本
で
私
た

ち
を
待
ち
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
長
く
話
を
し
ま
し
た）

81
（

。」

六
月
二
十
日
に
ブ
リ
タ
ー
ル
号
は
最
終
目
的
で
あ
っ
た
横
浜
港
に
入
港
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ド
イ
ツ
か
ら
二
か
月
の

長
い
旅
を
無
事
に
終
え
た
。
二
人
の
宣
教
師
は
横
浜
港
ま
で
迎
え
に
来
た
当
時
の
神
言
会
日
本
管
区
長
ゲ
マ
イ
ン
ダ
ー
師
（G

eorg 

G
em

einder, S.V.D
.

）
と
一
緒
に
ジ
ー
プ
で
吉
祥
寺
に
あ
っ
た
神
言
会
の
聖
ア
ル
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
ま
で
行
っ
た
。
長
い
旅
を
終
え
て
よ

う
や
く
日
本
に
着
い
た
時
の
気
持
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
狭
い
道
か
ら
ア
ル
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
の
敷
地
内
に
曲
が

っ
た
時
に
、
二
人
の
女
性
コ
ッ
ク
さ
ん
が
深
い
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
荷
物
を
下
ろ
し
て

か
ら
す
ぐ
に
小
聖
堂
に
入
っ
て
、
日
本
に
無
事
に
つ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て
共
同
体
と
一
緒
に
マ
ニ
フ
ィ
カ
ト）

82
（

を
歌
い
ま
し
た
。
本
当

に
心
か
ら
歌
い
ま
し
た
！
あ
と
で
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
の
五
人
の
兄
弟
会
員
に
囲
ま
れ
て
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
て
、
や
っ
と
我
が
家
に

着
き
ま
し
た
！）

83
（

」

二
人
の
宣
教
師
は
ア
ル
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
に
二
日
滞
在
し
た
後
、
ゲ
マ
イ
ン
ダ
ー
管
区
長
と
一
緒
に
急
行
列
車
で
名
古
屋
に
行
き
、
二
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週
間
後
、
九
月
に
東
京
で
日
本
語
学
習
が
始
ま
る
ま
で
多
治
見
の
神
言
修
道
院
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師

は
、
七
月
九
日
付
で
旅
行
談
の
執
筆
を
仕
上
げ
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
名
古
屋
に
一
四
日
間
滞
在
し

て
か
ら
、
管
区
長
は
私
た
ち
を
日
本
管
区
の
か
つ
て
の
中
心
と
な
る
多
治
見
修
道
院
ま
で
ジ
ー
プ
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

名
古
屋
の
滞
在
期
間
は
、
南
山
大
学
、
神
言
神
学
院
、
シ
ス
タ
ー
の
修
道
院
、
神
言
会
の
教
会
を
回
り
、
管
区
長
館
で
簡
単
な
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
多
治
見
で
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
文
献
を
読
み
、
日
本
語
学
習
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
そ
し
て
年
間
の
黙
想

を
済
ま
せ
て
か
ら
日
本
語
の
学
習
の
た
め
に
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
箸
の
使
い
方
は
早
く
覚
え
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
と
フ

ォ
ー
ク
が
な
く
、
結
局
箸
を
使
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
も
っ
と
難
し
い
の
は
正
座
す
る

こ
と
で
す
。
聖
堂
で
は
畳
の
上
で
ひ
ざ
ま
ず
い
た
り
正
座
し
た
り
し
て
お
祈
り
を
し
て
い
る
が
、後
ろ
に
『
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
新
人
』

の
た
め
に
長
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
二
、三
日
は
主
の
祈
り
を
唱
え
て
い
る
う
ち
ぐ
ら
い
は
耐
え
ま
し
た
が
、
今
は
三
、

四
分
ぐ
ら
い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
特
に
膝
腱
が
か
な
り
痛
く
な
り
ま
す）

84
（

。」

し
か
し
、
箸
や
正
座
よ
り
も
日
本
語
が
も
っ
と
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
日
本
語
に
つ
い
て
の
最
初
の
印

象
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
日
本
語
に
つ
い
て
は
長
い
戦
い
に
備
え
て
勇
気
を
鼓
舞
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
三
十
年
戦
争
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
神
父
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。『
最
初
は
五
年
間
で
日
本
語
を
習
得
で
き
る
と
思
っ
た
が
、
で
き
な
か

っ
た
。
十
年
た
っ
た
段
階
で
は
十
五
年
間
で
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
思
っ
た
。
今
は
新
し
い
五
年
計
画
を
立
て
な
き
ゃ
な
ら
な

い
。』管
区
長
は
私
た
ち
に
慰
め
に
な
る
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。『
日
本
に
き
て
か
ら
最
初
の
百
年
が
一
番
難
し
い
。

そ
の
後
は
も
っ
と
う
ま
く
行
く
の
だ
よ
。』
さ
あ
、
袖
を
腕
ま
く
り
し
て
始
め
よ
う
！）

85
（

」

日
本
に
着
い
た
ば
か
り
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
文
化
の
違
い
や
言
葉
の
壁
を
痛
感
し
て
い
な
が
ら
、
宣
教
師
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
備
え
て
最
大
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
旅
行
談
の
締
め
く
く
り
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
る
。「
し
か
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し
、
本
当
の
慰
め
に
な
る
の
は
、
日
本
人
を
キ
リ
ス
ト
教
に
導
く
の
は
私
た
ち
の
苦
労
で
は
な
く
、
神
の
恵
み
で
あ
る
と
い
う
意
識
で

す
。
私
た
ち
は
神
の
道
具
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
仕
事
が
全
部
不
器
用
で
あ
っ
て
も
、神
の
栄
光
の
た
め
最
善
を
尽
く
す
な
ら
ば
、

す
べ
て
は
上
手
く
行
く
の
で
す
。
ま
た
、
も
う
一
つ
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
信
者
は
信
心
深
く

熱
心
で
あ
り
、
平
均
的
な
ド
イ
ツ
人
よ
り
も
絶
対
間
違
い
な
く
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を
キ
リ
ス
ト
に
導

く
た
め
に
、『
日
本
語
と
の
三
十
年
戦
争
』
に
し
て
も
ど
ん
な
犠
牲
的
行
為
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
親
愛
な
る
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
義
の
太
陽
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
日
出
ず
る
国

4

4

4

4

4

の
上
に
登
り
ま
す
よ
う
に
！
（
強
調
は
原
文
マ
マ）

86
（

）」

終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
一
九
五
二
年
の
春
、
日
本
に
向
け
て
ド
イ
ツ
を
出
発
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
二
か
月
間
の
旅
行
中
に
見
聞
き
し

た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
ま
で
十
数
時
間
し
か
か
か
ら
な
い
現
代
の
人
に
と
っ
て
は
、
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
二
か
月
間
の
旅
は
昔
話
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
長
い
旅
の
間
、
様
々
な
新
し
い
も
の

を
ゆ
っ
く
り
見
て
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
一
生
涯
宣
教
師
と
し
て
日
本
で
働
く
こ
と
を
目
ざ
し

て
い
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
旅
行
談
の
内
容
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
親
族
や
学
友
と
別
れ
て
国
を
離
れ
る
悲
し
さ
と
同
時
に
日
本
で
の
将
来
の
活
動
に
つ
い

て
の
抱
負
や
期
待
を
胸
に
抱
い
て
い
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
気
持
ち
は
複
雑
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
現
代
と
違
っ
て
、
交

通
が
あ
ま
り
便
利
で
は
な
い
時
代
に
は
、
ま
た
修
道
会
の
方
針
で
帰
国
休
暇
は
そ
う
頻
繁
に
で
き
な
い
時
代
に
は
、
宣
教
師
と
し
て
生

涯
外
国
で
生
活
し
働
く
と
い
う
こ
と
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
母
親
や
親
族
と
の
別
れ
、
神
言
会
の
兄
弟
会
員
と
の
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別
れ
、
そ
し
て
故
郷
と
の
別
れ
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
確
か
に
つ
ら
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
宣
教
師
と
し
て
の
自
覚
も
あ
り
、
見
知
ら
ぬ
世
界
に
飛
び
込
も
う
と
す
る
彼
を
支
え
る
深
い
信
仰
心

も
あ
っ
た
。
特
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
で
の
教
会
周
り
や
祈
り
は
彼
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
慰
め
に

な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
宣
教
師
と
し
て
も
う
一
つ
大
き
な
頼
り
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
神
言
会
兄
弟
会
員
で
あ
っ

た
。
ド
イ
ツ
の
神
学
校
の
会
員
や
ロ
ー
マ
で
勉
強
中
の
同
級
生
、
あ
る
い
は
旅
の
途
中
で
訪
問
し
た
神
言
会
会
員
と
の
連
帯
感
が
強
く

て
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
旅
行
談
に
出
て
く
る
面
白
味
の
あ
る
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
特
に
旅
仲
間
、
後
に
神
言
会
や
南
山
学
園
で
の
活
動
の
協
力
者
仲
間
と
な
っ
た
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
師
と
の
関
係
の
中
に

そ
の
人
間
味
も
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、
旅
行
談
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
将
来
の
抱
負
や
高
い
期
待
を
持
っ
て
い
る
若
い
宣
教

師
と
し
て
理
想
的
な
考
え
方
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
も
の
を
現
実
的
に
見
る
面
も
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

日
本
で
見
聞
き
し
た
こ
と
、
見
知
ら
ぬ
世
界
と
人
々
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
表
面
的
な
文
化
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
京
都

御
所
や
平
安
神
宮
で
見
た
建
築
と
芸
術
の
根
源
に
あ
る
精
神
的
な
面
も
美
術
的
な
感
受
性
と
異
文
化
に
対
す
る
理
解
を
も
っ
て
記
述
し

て
い
る
。
ま
た
、
旅
行
談
の
締
め
く
く
り
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
日

本
文
化
の
理
解
と
日
本
語
学
習
に
つ
い
て
も
現
実
的
な
目
で
見
詰
め
て
い
た
。
特
に
日
本
語
の
学
習
を
『
三
〇
年
戦
争
』
に
例
え
な
が

ら
、
将
来
の
活
動
の
た
め
に
そ
の
大
切
さ
を
充
分
理
解
し
て
、
実
際
に
達
者
な
日
本
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー

師
の
意
志
の
強
さ
が
こ
の
冗
談
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
史
料
の
中
に
も
う
一
つ
の
興

味
深
い
資
料
と
し
て
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
と
し
て
、
三
十
年
間
の
近
況
報
告
の
中
に
も
、
ヒ
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ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
で
の
活
動
に
つ
い
て
本
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
そ
れ
を
宣
教
師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
自
己
評

価
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
旅
行
談
に
出
て
き
た
宣
教
師
と
人
間
と
し
て
の
全
体
像
の
詳
細
に
肉

付
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

註

（
1
）　

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著  

川
崎
勝 [

ほ
か] 

編　
『
工
業

化
と
企
業
家
精
神
』　

日
本
経
済
評
論
社　

二
〇
一
四
年
。

（
2
）　

岡
部
桂
史
・
奥
田
太
郎　
編　
『
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
者
集
刊
行
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
四
年
講
演
録
「
工
業
化
と
企
業
家
精
神

―
―
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
時
代
―
―
」』　

南
山
学
会　

二
〇
一
五
年
三
月
。

（
3
）　

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
・
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
編　
『
南
山
学
園

史
料
集　

10　
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
作
集　

教
育
論
」』　

南
山
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ　

二
〇
一
五
年
三
月
。

（
4
）　

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
、15-5

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長　
４
下
–

左
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
原
稿　

⑤
、
⑥
、
⑫
。　

（
5
）　

J. 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
、
A.

デ
ワ
ル
ト　
著　
『
西
ド
イ
ツ
と
日
本

―
東
西
“
優
等
生
社
会
”
の
比
較
』
東
洋
経
済
新
報
社　

一
九
七
九

年
。

（
6
）　 W

illy K
raus, Erhard Louven (H

rsg).  Johannes H
irschm

eier.

D
ie Japanische U

nernehm
ung: Schriften aus dem

 N
achlaß.  Eine 

Veröffentlichung des Instituts für A
sienkunde H

am
burg, 1986. 

（
7
）　

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、15-1 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-2 

ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-3 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-5 

ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
。

（
8
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen ﹇

太
陽
に
向
か
っ
て
万
理
の
旅
﹈、

ド
イ
ツ
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
Ａ
４
用
紙
二
七
枚
、
南
山
学
園
史
料

室
所
蔵
、ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長15-2 D

okum
ente, Privates

。以
下
、

10
000 M

eilen der Sonne entgegen

と
省
略
す
る
。

（
9
）　K

lassenrundbrief des W
eihekurses 1950 

南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長15-4 K

lassenrundbriefe

。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
師
の
記
載
分
は
、
毎
回
ド
イ
ツ
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
Ａ
４
用

紙
の
一
、二
枚
程
度
、
全
部
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
約
四
十
枚
が
あ

る
。

（
10
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
頁
。

（
11
）　W

illy K
raus, Erhard Louven (H

rsg). Johannes H
irschm

eier. D
ie 

Japanische U
nernehm

ung: Schriften aus dem
 N

achlaß.  Eine 
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Veröffentlichung des Instituts für A
sienkunde H

am
burg, 1986, S. 

36
。

（
12
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
頁
。

（
13
）　

同
上
。

（
14
）　Lebt denn w

ohl, und soll

’s geschehen, daß w
ir uns nie w

iedersehen 

in der Erdenpilgerzeit, ob w
ir jubeln, ob w

ir w
einen, Jesu H

erz 

w
ird uns vereinen, hier und in der Ew

igkeit

。

（
15
）　

同
上
、
一
〜
二
頁
。

（
16
）　

同
上
、
二
頁
。

（
17
）　

同
上
。

（
18
）　

同
上
。

（
19
）　

同
上
、
三
頁
。

（
20
）　

ア
ロ
イ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
、
け
が
か
ら
回
復
し
て
か
ら
中

国
の
政
変
の
た
め
中
国
で
の
宣
教
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
数

年
間
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
働
き
、
そ
し
て
一
九
五
八
年
か

ら
一
九
七
一
年
に
死
去
す
る
ま
で
パ
ラ
グ
ア
イ
で
宣
教
師
と
し
て
働
い

た
。

（
21
）　

当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
で
あ
る
英
米

仏
ソ
の
占
領
地
区
（
ウ
ィ
ー
ン
は
共
同
管
理
）
に
分
け
ら
れ
軍
政
下
に

置
か
れ
、
旅
行
な
ど
の
移
動
を
す
る
に
は
軍
政
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ

た
。「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
は
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
占
領
政
策
な
ど
に

つ
い
て
の
米
国
が
率
い
る
西
欧
諸
国
の
陣
営
と
ソ
連
が
率
い
る
東
欧
諸

国
の
陣
営
と
の
間
の
対
立
を
表
す
比
喩
的
な
表
現
で
あ
る
。

（
22
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
三
頁
。

（
23
）　

フ
ラ
ン
ツ
・
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
（Franz Truckenbrod, S.V.D

.

）

は
、
一
九
二
三
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
シ
ョ
ロ
ク
シ
ャ
ー
ル
（Soroksár

）

で
ド
イ
ツ
系
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
メ
ー
ド
リ
ン
グ
に

あ
る
神
言
会
の
ザ
ン
ク
ト
ガ
ブ
リ
エ
ル
大
神
学
院
で
哲
学
・
神
学
を
学

び
一
九
五
〇
年
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
て
、
一
九
五
二
年
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ

イ
ヤ
ー
と
一
緒
に
来
日
し
た
。
日
本
に
お
け
る
主
な
活
動
と
し
て
長
崎

南
高
等
学
校
・
中
学
校
長
、
南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
長
を
歴
任
し
た

後
、
長
崎
西
町
教
会
で
の
宣
教
司
牧
に
従
事
し
て
い
た
。
二
〇
〇
七
年

に
名
古
屋
で
死
去
。

（
24
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
三
頁
。

（
25
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
四
頁
。

（
26
）　

同
上

（
27
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
六
頁
。

（
28
）　
「
神
の
お
告
げ
」。
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
聖
母
マ
リ
ア
に
キ
リ
ス
ト
の

受
胎
を
告
知
し
た
こ
と
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
三
月
二
十
五
日
に
祝
う

祭
日
。（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
一
章
二
六
節
〜
三
八
節
参
照
）。

（
29
）　

同
上
。

（
30
）　

同
上
。

（
31
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
七
頁
。

（
32
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
七
〜
八
頁
。

（
33
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
八
頁
。

（
34
）　

同
上
。

（
35
）　

同
上
。



75

10 000 Meilen der Sonne entgegen「太陽に向かって万里の旅」
（
36
）　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
で
は
、

共
産
党
が
盛
ん
に
な
り
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
立
し
て
い
た
。

（
37
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
九
頁
。

（
38
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
〇
頁
。

（
39
）　

聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
。
聖
ペ
ト
ロ
の
兄
弟
で
、
イ
エ
ス
の
十
二
使
徒
の

一
人
。
古
い
伝
統
に
よ
れ
ば
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
の
旧
名
）
の
最
初
の
司
教
。
正
教
会
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
総
主
教
庁
の
初
代
総
主
教
と
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）　

聖
シ
モ
ン
。
イ
エ
ス
の
十
二
使
徒
の
一
人
。
古
い
伝
統
で
は
聖
ユ
ダ

と
二
人
で
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
各
地
で
宣
教
し
た
後
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
殉
教

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

聖
ユ
ダ
。「
タ
ダ
イ
と
呼
ば
れ
る
ユ
ダ
」
あ
る
い
は
「
ユ
ダ
・
タ
ダ
イ
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
イ
エ
ス
の
十
二
使
徒
の
一
人
。
古
い
伝
統
で
は
聖
シ

モ
ン
と
二
人
で
ア
ル
メ
ニ
ア
な
ど
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
各
地
で
宣
教
し
た

後
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
殉
教
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
42
）　

大
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
。（
約
五
四
〇
年
〜
六
〇
四
年
）。
第
六
四
代
ロ
ー

マ
教
皇
（
在
位
：
五
九
〇
年
〜 

六
〇
四
年
）。
教
皇
権
威
の
高
揚
、
異

端
論
駁
、
神
学
著
書
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。

（
43
）　

ピ
オ
十
世
。「
ピ
ウ
ス
十
世
」
と
も
呼
ば
れ
る
。（
一
八
三
五
年
〜

一
九
一
四
年
）。
第
二
五
七
代
ロ
ー
マ
教
皇
（
在
位
：
一
九
〇
三
年
〜

一
九
一
四
年
）。
一
九
五
四
年
に
列
聖
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
典
礼
に

お
け
る
利
用
と
信
者
の
頻
繁
な
聖
体
拝
領
の
奨
励
、
当
時
は
や
っ
て
い

た
「
近
代
主
義
」
思
想
に
対
す
る
伝
統
的
な
教
義
の
擁
護
な
ど
で
知
ら

れ
て
い
る
。

（
44
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
〇
頁
。

（
45
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
一
頁
。

（
46
）　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
ジ
ャ
ワ
州
の
都
市
ブ
リ
タ
ー
ル
（B

litar

）
に
ち

な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
「
ブ
リ
タ
ー
ル
」
号
は
オ
ラ
ン
ダ
の
海
運
会
社

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
ロ
イ
ドK

oninklijke R
otterdam

sche Lloyd

の
汽
船

で
あ
っ
た
。

（
47
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
二
、一
三
頁
。

（
48
）　

同
上
、
一
二
頁
。

（
49
）　

同
上
、
一
三
頁
。

（
50
）　

同
上
、
一
三
頁
。

（
51
）　

同
上
、
一
四
頁
。

（
52
）　

同
上
。

（
53
）　

同
上
、
一
四
〜
一
五
頁
。

（
54
）　

同
上
、
一
五
頁
。

（
55
）　

同
上
、
一
六
頁
。

（
56
）　
「
聖
体
拝
領
前
の
断
食
・
断
飲
」。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
ミ
サ
の
中
で

聖
体
拝
領
す
る
前
か
ら
断
食
・
断
飲
す
る
習
慣
が
あ
る
。
そ
の
当
時
、

前
の
日
の
夜
十
二
時
か
ら
あ
ら
ゆ
る
食
べ
物
と
飲
み
物（
水
も
含
め
て
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。こ
の
規
則
は
後
に
数
回
に
わ
た
っ
て
緩
和
さ
れ
、

現
在
で
は
聖
体
拝
領
す
る
一
時
間
前
か
ら
食
べ
も
の
と
水
以
外
の
飲
み

物
を
控
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
57
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
六
頁
。
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（
58
）　

同
上
。

（
59
）　

同
上
。

（
60
）　

同
上
、
一
七
頁
。

（
61
）　Leise rieselt der Schnee

（
雪
が
さ
ら
さ
ら
落
ち
る
）。
ド
イ
ツ
語
の

代
表
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
の
一
つ
。Leise rieselt der Schnee, still 

und starr liegt der See, w
eihnachtlich glänzet der W

ald, w
arte nur, 

C
hristkind kom

m
t bald.  

（
62
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
七
頁
。

（
63
）　

同
上
、
一
八
頁
。

（
64
）　

同
上
。

（
65
）　

同
上
。

（
66
）　

同
上
、
十
九
頁
。
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
三
頁
を
参
照
。

（
67
）　
「
聖
霊
降
臨
」（Pfingsten

）。
イ
エ
ス
が
復
活
後
五
十
日
目
（
ユ
ダ
ヤ

教
の
五
旬
祭
）
に
使
徒
た
ち
の
上
に
聖
霊
の
力
が
降
り
、
こ
れ
に
力
づ

け
ら
れ
た
使
徒
た
ち
が
宣
教
活
動
を
始
め
た
こ
と
を
記
念
す
る
大
祝
日

で
あ
る
。
聖
書
は
そ
の
出
来
事
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
五

旬
祭
の
日
が
来
て
、
か
れ
ら
が
み
な
一
緒
に
集
ま
っ
て
い
る
と
、
突
然
、

天
か
ら
激
し
い
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
、
彼
ら
が
座
っ

て
い
た
家
に
み
ち
、
火
の
よ
う
な
舌
が
現
れ
、
分
か
れ
て
、
お
の
お
の

の
上
に
と
ど
ま
っ
た
。
す
る
と
、
彼
ら
は
み
な
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
、

霊
が
い
わ
せ
る
ま
ま
に
、い
ろ
い
ろ
の
国
の
言
葉
で
話
し
始
め
た
」（
使

徒
言
行
録
2
・
1
–
4
）。

（
68
）　10

000 M
eilen der Sonne entgegen

、
一
九
頁

（
69
）　

同
上
、
二
十
頁
。

（
70
）　

同
上
。

（
71
）　

同
上
、
二
一
頁
。

（
72
）　

同
上
。

（
73
）　

同
上
、
二
二
頁
。

（
74
）　
「
ブ
ル
ー
・
シ
ス
タ
ー
（
聖
霊
会
）」。
正
式
の
名
称
は
「
聖
霊
奉
侍
布

教
修
道
女
会
」
で
あ
る
が
、
修
道
服
が
青
（
ブ
ル
ー
）
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
「
ブ
ル
ー
・
シ
ス
タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
八
八
九

年
に
神
言
会
創
立
者
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
（A

rnold Janssen, 

S.V.D
.

）
師
に
よ
っ
て
師
創
立
さ
れ
た
修
道
会
と
し
て
神
言
会
と
姉
妹

会
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
な
お
、
一
八
九
六
年
に
同
師
に
よ
っ
て
創
立

さ
れ
た
「
永
久
礼
拝
聖
霊
会
」
も
あ
り
、
修
道
服
が
桃
色
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
「
ピ
ン
ク
・
シ
ス
タ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

（
75
）　

同
上
、
二
三
頁
。

（
76
）　

同
上
、
二
三
頁
。

（
77
）　

同
上
、
二
四
頁
。

（
78
）　

同
上
、
二
五
頁
。

（
79
）　

同
上
。

（
80
）　

同
上
。

（
81
）　

同
上
、
二
六
頁
。

（
82
）　
「
マ
ニ
フ
ィ
カ
ト
」。
聖
母
マ
リ
ア
が
歌
っ
た
賛
美
の
歌
（
ル
カ
に
よ

る
福
音
書
一
章
四
六
節
〜
五
四
節
参
照
）。

（
83
）　

同
上
、
二
六
頁
。

（
84
）　

同
上
、
二
十
七
頁
。

（
85
）　

同
上
。
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（
84
）　

同
上
、
二
十
七
頁
。

（
85
）　

同
上
。

（
86
）　

同
上
。
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what turned out to be a thirty-year long engagement with Japan. Other documents 

in the personal papers, a series of annual newsletters shared with this ordination 

classmates describing Hirschmeier’s activities in Japan from 1951 to 1981, will 

further flesh out our understanding of Hirchmeier the man and missionary and will 

be the subject of a further study.
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10 000 Meilen die Sonne entgegen (10,000 Miles towards the Sun): 
The Japan Travelogue of Johannes Hirschmeier, S.V.D., 

Third President of Nanzan University.

Richard Szippl 

Abstract

　Rev. Johannes Hirschmeier, S.V.D., third president of Nanzan University, was 

well-known in his own time as an educator and scholar of Japanese business history 

and often in demand as lecturer and commentator on contemporary Japanese society 

both in Japan and abroad. The present article, which is based on an unpublished 

German-language manuscript found among his personal papers held in the Nanzan 

University archives and which describes his two-month journey to Japan by rail 

and sea in May and June of 1952, gives us a glimpse of Hirschmeier as a young 

missionary at the beginning of his life’s work in Japan. The manuscript is in the 

form of a twenty-seven page letter addressed to his “dear friends,” and bears the title 

“10 000 Meilen die Sonne entgegen (10,000 Miles towards the Sun).” It not only 

describes the various sights and experiences encountered along the way, but also 

reveals his mixed feelings about the journey: the sad leave-taking from his relatives, 

friends, and homeland contrasted with the enthusiasm and idealism of the young 

missionary setting out into the world. It also shows how he found spiritual support 

and encouragement in visiting the holy sites of Rome, the center of Catholicism, and 

in the fellowship of the confreres of his congregation whom he encountered along 

his journey. Furthermore, his descriptions of the people and sights he encountered 

reveal not only a fascination with the newness of it all, but also the realization of 

the importance of understanding the underlying cultural and spiritual elements of 

society. The document thus gives us a picture of Hirschmeier at the beginning of 


